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ダイズについて、もっとくわしい解説
かいせつ

。

1.ダイズは畑
はたけ

の牛
ぎゅう

肉
にく

だ（2～3ページ）

ダイズは、ほかの作物
さくもつ

にくらべてとてもたくさんの良
りょう

質
しつ

のタ

ンパク質
しつ

と脂
し

肪
ぼう

をふくんでいる。ぎゃくにおコメなどは、タン

パク質
しつ

や脂
し

肪
ぼう

よりも良
りょう

質
しつ

のデンプンをたくさんふくんでいるの

で、おコメとダイズ食
しょく

品
ひん

をいっしょに食
た

べることで、3大
だい

栄
えい

養
よう

素
そ

をバランスよくとることができるんだ。

タイのトゥアナオ、ネパールのキネマ、インドネシアのテン

ぺなどは、どれもナットウとおなじ起
き

源
げん

をもつ発
はっ

酵
こう

食
しょく

品
ひん

。トゥ

アナオは、煮
に

たダイズをかごなどのなかで2～3日
にち

発
はっ

酵
こう

させてか

らすりつぶし、これをおせんべいみたいなかたちにして、お日
ひ

さまにあてて乾
かん

燥
そう

させたもの。いってみれば、乾
かん

燥
そう

ナットウみ

たいなものだ。キネマは、煮
に

たダイズをかるくつぶしてバナナ

の葉
は

でつつんで発
はっ

酵
こう

させたもの。ナットウとおなじように糸
いと

を

ひく食
た

べものだ。トゥアナオもキネマもカレーなどの素
そ

材
ざい

とし

て料
りょう

理
り

につかわれているよ。テンぺは、キネマとおなじように

煮
に

たダイズをバナナの葉
は

にくるんで発
はっ

酵
こう

させたもので、唐
から

あげ

や、蒸
む

して食
た

べることがおおいよ。

ダイズは、ナットウみたいに発
はっ

酵
こう

させると、とても消
しょう

化
か

がよ

くなるんだ。ナットウがきらいな人
ひと

は西
にし

日
に

本
ほん

におおいけれど、

お寿司
す し

にしたりみそ汁
しる

にいれると、食
た

べやすくなるからぜひた

めしてみてね。

日
に

本
ほん

の農
のう

家
か

では、「あぜまめ」「たのくろまめ」といって、水
すい

田
でん

のあぜにダイズをつくっていたんだ。おコメとダイズは、兄
きょう

弟
だい

みたいに育
そだ

って、そしていっしょに食
しょく

卓
たく

をかざっていたんだね。

2.鬼
おに

はそと、福
ふく

はうち、でもなんでマメをまくんだろう？（4～5ペ

ージ）

むかしの家
いえ

では、手
て

前
まえ

ミソといって、おミソも自
じ

分
ぶん

の家
いえ

でつ

くることがおおかったんだ。おミソ、おしょうゆなどのことを

考
かんが

えるだけでもダイズが、日
に

本
ほん

の食
しょく

生
せい

活
かつ

に欠
か

かせないたいせつ

な食
しょく

品
ひん

だということは、わかるんじゃないかな？　いま食
しょく

生
せい

活
かつ

が洋
よう

風
ふう

化
か

しているといわれているけれど、それでもおミソ汁
しる

は

飲
の

んでいるし、料
りょう

理
り

におしょうゆは欠
か

かせないよね？

それくらい日
に

本
ほん

の食
しょく

生
せい

活
かつ

になくてはならないダイズだから、

いろいろな年
ねん

中
ちゅう

行
ぎょう

事
じ

などでダイズの登
とう

場
じょう

することもおおいとい

うわけだ。節
せつ

分
ぶん

の豆
まめ

まき、お正
しょう

月
がつ

のお節
せち

料
りょう

理
り

、田
た

植
う

えの時
じ

期
き

に

は豊
ほう

作
さく

を願
ねが

ってダイズをおそなえしたり、お月
つき

見
み

におそなえし

たり……。「マメを食
く

うとマメ(健
けん

康
こう

)でまる(いられる)」とか、お

節
せち

料
りょう

理
り

に黒
くろ

豆
まめ

をいれるのは、「マメ」に暮
く

らせるようにとの願
ねが

い

からといわれるけれど、やはりなによりもダイズのもっている

食
しょく

品
ひん

としての栄
えい

養
よう

の高
たか

さ、バランスのよさ、加
か

工
こう

のバラエティ

の多さなどが、ダイズにそうした魔
ま

よけの力
ちから

をさずけてきたん

じゃないだろうか？

3.ダイズの葉
は

は運
うん

動
どう

がすき（6～7ページ）

ダイズの葉
は

は、おおきく子
し

葉
よう

、初
しょ

生
せい

葉
よう

、本
ほん

葉
ば

にわかれる。子
し

葉
よう

と初
しょ

生
せい

葉
よう

は対
たい

生
せい

で、その後
ご

、3つめの節
ふし

から上
うえ

に3枚
まい

の小
しょう

葉
よう

を

もった本
ほん

葉
ば

が互
ご

生
せい

でではじめる。3枚
まい

の小
しょう

葉
よう

が1セットで1枚
まい

の

葉
は

なんだ。

夕
ゆう

方
がた

にぺったりと寝
ね

て、朝
あさ

になると元
げん

気
き

に立
た

ち上
あ

がる運
うん

動
どう

を

するのは、もっぱらこの本
ほん

葉
ば

だ。本
ほん

葉
ば

は、それぞれの小
しょう

葉
よう

がぺ

ったりと閉
と

じる運
うん

動
どう

と、本
ほん

葉
ば

ぜんたいがだらんとしてしまう運
うん

動
どう

とをおこなっているよ。この葉
は

っぱの運
うん

動
どう

のことを「睡
すい

眠
みん

運
うん

動
どう

」

や「調
ちょう

位
い

運
うん

動
どう

」というんだ。

葉
は

と茎
くき

のくっついた部
ぶ

分
ぶん

をよく観
かん

察
さつ

してみると、3枚
まい

セットの

本
ほん

葉
ば

の柄
え

（葉
よう

柄
へい

）のつけ根
ね

のところが、すこしふくらんでいるの

がわかると思
おも

う。このふくらんだ部
ぶ

分
ぶん

のことを葉
よう

枕
ちん

というんだ。

3枚
まい

の小
しょう

葉
よう

の付け根
ね

にも小
ちい

さな葉
よう

枕
ちん

があるでしょう？　この葉
よう

枕
ちん

が葉
は

っぱの運
うん

動
どう

をおこなっているんだ。たとえば動
どう

物
ぶつ

では筋
きん

肉
にく

がのびたり、ちぢんだりすることで、腕
うで

をのばしたり、まげた

りすることができるよね。ダイズのばあいには、葉
よう

枕
ちん

のなかの

液
えき

圧
あつ

が高
たか

くなると、葉
は

が開
ひら

いたり、茎
くき

が立
た

ったりするんだ。そ

して、この液
えき

圧
あつ

を調
ちょう

節
せつ

することで、葉
は

が太
たい

陽
よう

の方
ほう

向
こう

を向
む

いたり、

ぎゃくに光
ひかり

のあたりすぎをさけたりしているんだね。

調
ちょう

位
い

運
うん

動
どう

をじゃましてみることで、光
こう

合
ごう

成
せい

などにどのような

影
えい

響
きょう

があるか実
じっ

験
けん

してみるとおもしろいかもしれないね。うま

く結
けっ

果
か

がでるかどうかは、わからないけれど……。

4.ダイズはマジシャン！……しかけは根
こん

粒
りゅう

（8～9ページ）

ダイズは、根
こん

粒
りゅう

菌
きん

と共
きょう

生
せい

して、空
くう

気
き

中
ちゅう

のチッソを肥
ひ

料
りょう

として

利
り

用
よう

できるから、すくない肥
ひ

料
りょう

でもよく育
そだ

つんだ。だから、ダ

イズを栽
さい

培
ばい

してそのまま土
つち

にすきこめば、肥
ひ

料
りょう

になって土
つち

が肥
こ

えるというわけだ。でも、ダイズをたくさん収
しゅう

穫
かく

すると、ほか

の作物
さくもつ

とおなじように、やっぱり作
さく

物
もつ

を育
そだ

てる土
つち

の力
ちから

は、だん

だんよわっていくよ。
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ノキなどのマメ科
か

植
しょく

物
ぶつ

はみんな、根
こん

粒
りゅう

菌
きん

と共
きょう

生
せい

することで、空
くう

気
き

中
ちゅう

のチッソをじぶんのからだづくりや生
い

きるためにつかって

いるんだね。結
けっ

果
か

的
てき

にそれらのチッソは、マメ科
か

植
しょく

物
ぶつ

が枯
か

れた

あとは畑
はたけ

の土
つち

のなかにのこることになるんだ。そんなわけで、

マメ科
か

植
しょく

物
ぶつ

であるレンゲやダイズなどを育
そだ

てたあとの畑
はたけ

には肥
ひ

料
りょう

分
ぶん

としてのチッソが多
おお

くなることになる。こうして畑
はたけ

の地
ち

力
りょく

（作
さく

物
もつ

を育
そだ

てる力
ちから

）をたもったり、つよめたりすることに役
やく

立
だ

つ

ので、畑
はた

作
さく

の輪
りん

作
さく

体
たい

系
けい

（ひとつの畑
はたけ

のなかで、いつ、どんな作
さく

物
もつ

をくみあわせて育
そだ

てるかを計
けい

画
かく

すること）のなかで、ムギやトウ

モロコシとともに欠
か

かすことができない作
さく

物
もつ

だったんだ。

ダイズと共
きょう

生
せい

しないときの根
こん

粒
りゅう

菌
きん

は、空
くう

気
き

中
ちゅう

のチッソをとり

こむことはできないから、土
つち

のなかにとけこんでいるチッソ化
か

合
ごう

物
ぶつ

をすって生
い

きている。根
こん

粒
りゅう

菌
きん

もダイズと共
きょう

生
せい

したほうがチッ

ソをたくさんとりこめるし、なかまをたくさんふやせるんだよ。

おもしろいことに、マメ科
か

植
しょく

物
ぶつ

と根
こん

粒
りゅう

菌
きん

は、それぞれにおた

がいのパートナーがきまっているんだ。ダイズにはダイズの根
こん

粒
りゅう

菌
きん

、ソラマメにはソラマメの根
こん

粒
りゅう

菌
きん

、エンドウ豆
まめ

には、エン

ドウ豆
まめ

の根
こん

粒
りゅう

菌
きん

といったぐあいだ。みぢかな道
みち

ばたに生
は

えてい

る草
くさ

たちのなかにも、カラスノエンドウや、クローバー、レン

ゲなどマメ科
か

の植
しょく

物
ぶつ

がいろいろあるから、みつけたら根
ね

っこを

観
かん

察
さつ

してごらん？　いったい、どんな根
こん

粒
りゅう

がついているかな？

5.品
ひん

種
しゅ

はかぞえきれないほど（10～11ページ）

ダイズは、日
に

本
ほん

全
ぜん

国
こく

どこででも栽
さい

培
ばい

することができるよ。そ

れぞれの地
ち

方
ほう

には、それぞれの気
き

候
こう

風
ふう

土
ど

にあったダイズの品
ひん

種
しゅ

があるから、どんな品
ひん

種
しゅ

がきみのすんでいる地
ち

域
いき

では育
そだ

てやす

いかを農
のう

協
きょう

や近
ちか

くの農
のう

家
か

の人
ひと

に聞
き

いて育
そだ

てるといいね。

ツルマメは野
や

生
せい

のダイズだ。北海道
ほっかいどう

以
い

外
がい

なら全
ぜん

国
こく

の山
やま

や野
の

原
はら

でみることができるので、ぜひ、さがしにいってみよう。タネ

ができる9月
がつ

ごろにいくとさがしやすいよ。ダイズとちがうのは

ツルでまきついて成
せい

長
ちょう

するということで、葉
は

などはダイズとお

んなじようなかたちをしているよ。

6.栽培
さいばい

ごよみ（12～13ページ）

ダイズをつくる季
き

節
せつ

で品
ひん

種
しゅ

をおおまかにわけると3～5月
がつ

にタ

ネをまいて7月
がつ

下
げ

旬
じゅん

から8月
がつ

中
ちゅう

旬
じゅん

ごろに収
しゅう

穫
かく

する夏
なつ

ダイズ

（早生
わ せ

種
しゅ

）と、6月
がつ

下
げ

旬
じゅん

から7月
がつ

上
じょう

旬
じゅん

にタネをまいて10月
がつ

下
げ

旬
じゅん

か

ら11月
がつ

にかけて収
しゅう

穫
かく

する秋
あき

ダイズ（晩
ばん

生
せい

種
しゅ

）、そして、5～6月
がつ

に

タネをまいて9～10月
がつ

に収
しゅう

穫
かく

する中
ちゅう

間
かん

型
がた

とがあるよ。

きみのつくる品
ひん

種
しゅ

がどんな品
ひん

種
しゅ

なのかを調
しら

べて、栽
さい

培
ばい

計
けい

画
かく

を

しっかりたてて育
そだ

てよう。

7.ダイズは、どんな畑
はたけ

でもつくれる（14～15ページ）

化
か

成
せい

肥
ひ

料
りょう

のかわりに堆
たい

肥
ひ

をつかうときには、未
み

熟
じゅく

堆
たい

肥
ひ

（きちん

と発
はっ

酵
こう

しきってなくて、堆
たい

肥
ひ

になりきっていないもの）をつかわ

ないで、完
かん

熟
じゅく

堆
たい

肥
ひ

をつかうように気
き

をつけよう。未
み

熟
じゅく

堆
たい

肥
ひ

をつ

かうと、ウジバエがわいてタネがダメになってしまうよ。

化
か

成
せい

肥
ひ

料
りょう

はチッソはすくなめにして、リン酸
さん

とカリを中
ちゅう

心
しん

と

したものをやる。1平方
へいほう

メートルあたり、チッソ：リン酸
さん

：カリ

=3：10：10グラムくらいがめやすだ。チッソ、リン酸
さん

、カリが

それぞれ3パーセント、10パーセント、10パーセントふくまれ

ている化
か

成
せい

肥
ひ

料
りょう

（3-10-10）を100グラムやれば、ちょうどその

量
りょう

になるよ。

8.注
ちゅう

意
い

！　ダイズの芽
め

は、ハトの大好物
だいこうぶつ

！（16～17ページ）

初
しょ

生
せい

葉
よう

が開
ひら

くころになるとハトが食
た

べなくなるのは、そのこ

ろにはダイズが成
せい

長
ちょう

するために子
し

葉
よう

（タネのマメがそのまま芽
め

に

なってでてきたもの）のなかの養
よう

分
ぶん

をつかってしまって、子
し

葉
よう

が

しなびてくるからだ。それに初
しょ

生
せい

葉
よう

が開
ひら

くとハトも食
た

べづらい

んじゃないのかなあ？

9.とじたままで受精
じゅせい

することもあるダイズのふしぎ（18～19ページ）

ダイズの花
はな

は、ひらいたときには受
じゅ

粉
ふん

がおわっているので、

新
あたら

しい品
ひん

種
しゅ

をつくるために人工授粉
じんこうじゅふん

するのは、ちょっとめんど

うだ。人工授粉
じんこうじゅふん

というのは、人間
にんげん

がある品
ひん

種
しゅ

の花
はな

のめしべに、

べつの品
ひん

種
しゅ

のおしべの花
か

粉
ふん

をくっつけてやることで、両
りょう

方
ほう

の性
せい

質
しつ

をもった新
あたら

しい品
ひん

種
しゅ

をつくることだ。ダイズのばあいは、花
はな

がひらくまえに、ピンセットで花
はな

びらとおしべをとりのぞき、

ほかの花
はな

の花
か

粉
ふん

をふりかけなくてはならないんだね。

ダイズの花
はな

はちいさく、しかも、天
てん

気
き

のよい朝
あさ

のほうが花
か

粉
ふん

がよくできるので、受
じゅ

粉
ふん

はあつさのなかで、根
こん

気
き

のいるたいへ

んな作
さ

業
ぎょう

だ。

10.畑
はたけ

がなくても、ダイズはつくれる（20～21ページ）

根
こん

粒
りゅう

菌
きん

はチッソ肥
ひ

料
りょう

が苦
にが

手
て

かな？　水
すい

耕
こう

栽
さい

培
ばい

の3つの容
よう

器
き

に、

それぞれ1000倍
ばい

、2500倍
ばい

、5000倍
ばい

の濃
のう

度
ど

の水
すい

耕
こう

液
えき

をいれ、初
しょ
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生
せい

葉
よう

がでたくらいの苗
なえ

をそだててみよう。根
こん

粒
りゅう

のつきかたは、

どうちがうかな？　数
かず

をかぞえてみよう。

11.エダマメからさきが、ひと苦
く

労
ろう

（22～23ページ）

収
しゅう

穫
かく

したダイズは、変
へん

質
しつ

したものでなければ、すこしくらい

虫
むし

に食
く

われていようが、こわれていようが、味
あじ

にはかわりがな

いよ。みためばっかりきれいでも、殺
さっ

虫
ちゅう

剤
ざい

などの農
のう

薬
やく

がいっぱ

いかかったダイズは、からだにも環
かん

境
きょう

にもよくないんだ。ちょ

っとくらいは虫
むし

におすそわけしてあげるくらいの気
き

持
も

ちで育
そだ

て

よう！　（でも、あんまりなんにもしないでほっておくと、み

んな食
た

べられちゃうかもね！）

虫
むし

をちゃんととった畑
はたけ

と、なんにも手
て

入
い

れをしなかった畑
はたけ

と

では、どれくらい収
しゅう

穫
かく

に差
さ

がでるか実
じっ

験
けん

してみるのもおもしろ

いかもしれないよ。

12.おいしくたべよう、エダマメ、じんだもち（24～25ページ）

エダマメで食
た

べておいしい品
ひん

種
しゅ

が、チャマメだ。山形県
やまがたけん

鶴
つる

岡
おか

市
し

のダダチャマメや、新潟県
にいがたけん

の黒埼
くろさき

町
ちょう

で栽
さい

培
ばい

されるチャマメが

有
ゆう

名
めい

だよ。チャマメは、お盆
ぼん

すぎあたりが旬
しゅん

のおいしいエダマ

メだ。チャマメというのは、ゆでたときにうす皮
かわ

がむらさきが

かったうす茶
ちゃ

色
いろ

になるので、そうよばれている。

じんだもち
● ● ● ● ●

は、エダマメをすりつぶし、さとうと、すこしの

しおで味
あじ

つけしてモチにまぶしたもので、地
ち

方
ほう

によっては

ずんだもち
● ● ● ● ●

ともいうよ。いたみやすいので、はやめに食
た

べよう。

エダマメをすりつぶしたじんだ
● ● ●

は、あえものにもつかわれ、

ぜんまいのじんだあえ、こんにゃくのじんだあえなどがあるよ。

13.煮
に

るだけよりすごい、とうふのパワー（26～27ページ）

ダイズをよく水
みず

につけておいて、これをくだいてすりつぶす

と、豆
とう

乳
にゅう

になるんだ。豆
とう

乳
にゅう

は、ずいぶんと古
ふる

い時
じ

代
だい

から飲
の

まれ

ていたらしい。西
せい

洋
よう

では、牛
ぎゅう

乳
にゅう

をタンパク源
げん

として飲
の

んだり、

牛
ぎゅう

乳
にゅう

からチーズなどの乳
にゅう

製
せい

品
ひん

をつくったりと牛
ぎゅう

乳
にゅう

が食
しょく

文
ぶん

化
か

の

中
ちゅう

心
しん

になっている。それに対
たい

して、アジアではダイズをしぼっ

た豆
とう

乳
にゅう

を飲
の

み、ダイズを煮
に

て発
はっ

酵
こう

させたミソやしょうゆ、ナッ

トウなどをつくり、また豆
とう

乳
にゅう

を「にがり」という凝
ぎょう

固
こ

剤
ざい

で固
かた

めた

とうふをつくって、ダイズを中
ちゅう

心
しん

とした食
しょく

文
ぶん

化
か

を形
かたち

づくってき

たんだね。

「にがり」というのは、もともとは海
かい

水
すい

を煮
に

つめて食
しょく

塩
えん

をとり

だしたあとののこりの液
えき

のことで、おもな成
せい

分
ぶん

は塩
えん

化
か

マグネシ

ウム、硫
りゅう

酸
さん

マグネシウム、塩
えん

化
か

カリウムなどだ。いまでは、市
し

販
はん

のおとうふでは、塩
えん

化
か

マグネシウムなどの薬
やく

品
ひん

をつかったり

してるけど、せっかく自
じ

家
か

製
せい

のおとうふをつくるのだから、自
し

然
ぜん

食
しょく

品
ひん

などの店
みせ

で売
う

っている「天
てん

然
ねん

にがり」をつかってつくろう。

とうふは、凍
こお

らせて乾
かん

燥
そう

させると「凍
し

み豆
どう

腐
ふ

（高
こう

野
や

豆
どう

腐
ふ

）」にな

るし、高
こう

温
おん

の油
あぶら

で揚
あ

げると「油
あぶら

揚
あ

げ」になる。また、ニンジンな

どの野
や

菜
さい

をいれて練
ね

って揚
あ

げると「がんもどき」になるよ。豆
とう

乳
にゅう

に熱
ねつ

を加
くわ

えると、タンパク質
しつ

の「まく」ができるので、それをか

わかしたものが「ゆば」だ。とうふひとつをとっても、じつにさ

まざまな「食
しょく

」の文
ぶん

化
か

がひろがっているんだね。

また、ダイズを発
はつ

芽
が

させると、「マメもやし」になるよ。収
しゅう

穫
かく

したダイズをきれいなバットなどの容
よう

器
き

のなかにいれ、ダイズ

が半
はん

分
ぶん

くらいつかるていどにきれいな水
みず

をいれて、ふたをして

あたたかいところにおいておこう。毎
まい

日
にち

きれいな水
みず

にとりかえ

て1週
しゅう

間
かん

もするとマメもやしができるよ。

ダイズからは、おミソをつくることもできるよ。かんたんな

おミソのつくりかたは、つぎのとおり。

■おミソのつくりかた

1. ダイズ1キログラムをひとばん、たっぷりの水
みず

につけておい

てから、そのつけておいた水
みず

ごと火
ひ

にかけて2～3時
じ

間
かん

ほど煮
に

る。

とちゅう、アクがでたらとる。（ゆびでつぶせるくらいのかたさ

まで煮
に

る）

2. コウジ600グラムと、しお400グラムをまぜておく。コウジ

は、おミソやさんやコウジ問
どん

屋
や

などにたのむと売
う

ってくれる。

3. ダイズが煮
に

えたらマメだけをとりだして、すりこぎなどで

すりつぶす。かたいときは、煮
に

汁
じる

をすこしまぜる。

4. つぶしたダイズにコウジとしおをまぜる。

5. 4をだんごにまるめて消
しょう

毒
どく

した容
よう

器
き

（ミソがめや、漬
つ

けもの

用
よう

のホーローの容
よう

器
き

など）に、たたきつけるようにして空
くう

気
き

を

ぬきながらつめていく。このときに空
くう

気
き

がのこるとそこからカ

ビが生
は

えるので、気
き

をつける。

6. ぜんぶつめおわったら、表
ひょう

面
めん

をならして、表
ひょう

面
めん

がうっすら

かくれるくらいにしおをふり、しょうちゅうにつけておいた和
わ

紙
し

をしいて、さらに消
しょう

毒
どく

したラップを空
くう

気
き

が入
はい

らないようにし

き、その上
うえ

にしょうちゅうをふりかけておく。

7. ふたをして、すずしいところにおいておく。1カ月
げつ

おきくら

Administrator
2003 Rural Culture Association (c) 
All Rights Reserved




35

いに、しょうちゅうをしみこませた和
わ

紙
し

をとりかえて、カビさ

せないようにして、6カ月
げつ

から1年
ねん

もすれば、おいしい手
て

前
まえ

ミソ

（自
じ

家
か

製
せい

のおミソのこと）ができるよ。もし、カビがはえても、

そこのところだけをとってつくれば、だいじょうぶ！　ちょっ

とカビが生
は

えたくらいで、ぜんぶすてるようなもったいないこ

とはしないでね。

14.ダイズのたくましさに感動
かんどう

！（28～29ページ）

ダイズのサヤはマメを守
まも

るだけじゃなくて、葉
は

とおなじよう

にマメをふとらせるために光
こう

合
ごう

成
せい

をして役
やく

に立
た

っているんだよ。

たとえば、サヤで光
こう

合
ごう

成
せい

ができなくなるような赤
あか

い色
いろ

のセロハ

ンをサヤにかぶせて、ふつうに育
そだ

てたサヤとくらべてみよう。

ちがいがでるかな？　実
じっ

験
けん

するときは、かならずほかの条
じょう

件
けん

を

おなじにして、何
なん

株
かぶ

かでおこなおう。できれば数
すう

うね、くりか

えしおこなうとたしかになるよ。

15.アジアから世
せ

界
かい

の作物
さくもつ

へ（30～31ページ）

ダイズは、おそらくイネやムギとおなじくらいか、それ以
い

上
じょう

に古
ふる

い時
じ

代
だい

から人間
にんげん

に食
た

べられてきたと考
かんが

えられているんだ。

栽
さい

培
ばい

される以
い

前
ぜん

のダイズつまり、ノマメやツルマメなど野
や

生
せい

に

生
は

えていたマメをとってきて食
た

べていたんじゃないかな。日
に

本
ほん

では、縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

の遺
い

跡
せき

からダイズが出
しゅつ

土
ど

しているよ。でも、栽
さい

培
ばい

されたものかどうかは、わからない。

弥生
やよい

時
じ

代
だい

には、おそらく野
や

生
せい

のノマメやツルマメを栽
さい

培
ばい

する

ようになったらしい。そして、よりおおきなマメがたくさんで

きる株
かぶ

をえらんで、その株
かぶ

のマメを翌
よく

年
ねん

のタネにして育
そだ

てるよ

うなことが長
なが

い年
ねん

月
げつ

くりかえされているうちに、ノマメやツル

マメよりもおおきく、たくさんのマメをつけるダイズという作
さく

物
もつ

がつくられたんだね。

アフリカなどの乾
かん

期
き

（雨
あめ

のふらない時
じ

期
き

）の長
なが

い地
ち

方
ほう

では、家
か

畜
ちく

のエサにする植
しょく

物
ぶつ

を1年
ねん

中
じゅう

あつめるのはたいへんなことだし、

家
か

畜
ちく

の伝染
でんせん

病
びょう

や寄
き

生
せい

虫
ちゅう

がおおく発
はっ

生
せい

して、畜
ちく

産
さん

業
ぎょう

をするのはと

てもたいへんなことだ。育
そだ

てやすくて、肉
にく

とおなじくらいタン

パク質
しつ

をとれるダイズは、これからもっともっと食
しょく

糧
りょう

にこまっ

ている世
せ

界
かい

の国
くに

々
ぐに

では注
ちゅう

目
もく

されることになるんじゃないかな。

現
げん

在
ざい

、世
せ

界
かい

のダイズ生産
せいさん

の大
だい

部
ぶ

分
ぶん

をしめているアメリカ大
たい

陸
りく

での栽培
さいばい

の歴
れき

史
し

は、アジアにくらべてずっと新
あたら

しい。本格的
ほんかくてき

な

栽培
さいばい

がはじまったのは20世
せい

紀
き

になってからだ。でも、その後
ご

の

栽培
さいばい

面積
めんせき

のふえかたは、グラフのように驚
きょう

異
い

的
てき

だ。ながいあい

だ（おそらく数千年間
すうせんねんかん

）世
せ

界
かい

一
いち

の生産
せいさん

量
りょう

をほこっていた中
ちゅう

国
ごく

を、

まずアメリカが50年
ねん

ほどまえにおいこし、その後
ご

ブラジルがぬ

き、アルゼンチンもおいこすのは時
じ

間
かん

の問題
もんだい

だ。アメリカでは

はじめダイズは食
しょく

用
よう

でなく、家
か

畜
ちく

のエサ用
よう

だったんだ。ダイズ

はどんな気
き

候
こう

や土
つち

でもよく育
そだ

ったので、エサとしてだんだん広
ひろ

まっていったんだ。

ブラジル、アルゼンチン、パラグアイなどの南
みなみ

アメリカの

国
くに

々
ぐに

では、アメリカよりもっとおくれ、本格的
ほんかくてき

な栽培
さいばい

がはじま

ってからまだ20～30年
ねん

しかたっていないんだ。そして、はじめ

てのところでの栽培
さいばい

も多
おお

く、南
みなみ

アメリカではダイズは新
あたら

しい作
さく

物
もつ

の代
だい

表
ひょう

だ。ブラジルには日
に

本
ほん

人
じん

の移
い

民
みん

が持
も

ちこんだといわれ

ている。その後
ご

も日
に

本
ほん

人
じん

移
い

民
みん

はダイズつくりで大活躍
だいかつやく

している

んだよ。たとえば、パラグアイのイグアスというところには、

日
に

本
ほん

人
じん

の移
い

住
じゅう

地
ち

があり、代
だい

表
ひょう

的
てき

な作物
さくもつ

はダイズだ。あたりいち

めんのダイズ畑
ばたけ

をみて、そこでとれたダイズからつくったおい

しいとうふを食
た

べると、みんなも感激
かんげき

することまちがいなしだ。

パラグアイ、イグアス移
い

住
じゅう

地
ち

のダイズ畑
ばたけ

。地
ち

球
きゅう

のうらがわでも日
に

本
ほん

人
じん

がダ

イズを栽培
さいばい

しているんだ。

アルゼンチン 

ブラジル 

アメリカ 

1950 1960 1970 1980 1990年 
0 ねん 

中国 
ちゅうごく 

2
4
6
8
10

20

30

40
50
60

生
産
量
（
1
0
0
万
ト
ン
） 
せ
い
さ
ん
り
ょ
う 

ま
ん 

ダイズ生産国
せいさんこく

の生産
せいさん

量
りょう

の
うつりかわり

Administrator
2003 Rural Culture Association (c) 
All Rights Reserved





